
出版ダイジェスト （昭和２４年８月３１日
第三種郵便物認可） （１２）第２０４０号２００６年（平成１８年）４月２０日

「
里
海
」の
恵
み
体
験
を
子
ど
も
た
ち
へ
�

渡
子
の
海
を
味
わ
お
う

と
の
こ

広
島
県
呉
市
渡
子
小
学
校
の
実
践

郷
土
料
理
の「
も
ぶ

り
ご
飯
」に
挑
戦

渡
子
小
は
海
か
ら
３
分
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
小
学

校
。
２
年
生
の
生
活
科
の
授
業

で
、
海
の
幸
を
使
っ
た
伝
統
食

の
「
も
ぶ
り
ご
飯
」
つ
く
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

も
ぶ
り
ご
飯
と
は
、
ア
ジ
を

焼
い
て
ま
ぶ
す
混
ぜ
ご
飯
の
こ

と
。
保
護
者
や
祖
父
母
、
地
域

の
人
た
ち
が
一
緒
に
参
加
し

て
、
１
年
間
か
け
て
、
ア
ジ
釣

り
や
野
菜
づ
く
り
な
ど
の
体
験

学
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
を
育
て
、

釣
り
の
体
験
も

ま
ず
は
春
、
海
へ
行
っ
て
、

磯
の
生
き
物
に
親
し
む
こ
と
か

ら
始
め
、
夏
に
は
野
菜
を
育
て

て
食
べ
る
。
五
感
を
使
う
体
験

を
多
く
重
ね
た
後
、
秋
に
は
地

域
の
漁
家
の
協
力
で
船
を
出
し

て
も
ら
い
、ア
ジ
釣
り
に
挑
戦
。

春
と
秋
の
海
の
違
い
や
魚
の
観

察
で
、
身
近
な
海
と
子
ど
も
た

ち
を
よ
り
深
く
結
び
つ
け
る
こ

と
。
こ
の
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

の
よ
さ
・
楽
し
さ
も
見
え
て
き

ま
す
。も
ぶ
り
ご
飯
の
調
理
は
、

若
い
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
し

て
、
親
子
で
食
文
化
の
伝
承
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
渡
子
小
の
体
験
活
動
は
、「
地

域
に
根
ざ
し
た
食
育
コ
ン
ク
ー

ル
２
０
０
５
」
で
、
審
査
委
員

会
奨
励
賞
を
受
賞
）

酪
農
現
場
か
ら
発
信
！

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
農
教
育

北
海
道
標
津
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
実
践

地
域
産
業「
酪
農
」

の
魅
力
を

農
業
後
継
者
の
集
ま
り
で
あ

る
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
、
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ

ｔ
・
Ｈ
ｅ
ａ
ｄ
・
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
・

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
を
磨
く
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
食

農
教
育
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

標
津
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
と

の
思
い
か
ら
。

毎
年
町
内
の
小
学
校
で
「
哺

乳
・
搾
乳
か
ら
食
べ
る
ま
で
ツ

ア
ー
」
と
し
て
、
牛
乳
の
生
産

か
ら
食
べ
る
ま
で
の
体
験
学
習

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

出
前
紙
芝
居
・

加
工
体
験
も

酪
農
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
紙
芝
居
「
子
牛
は
じ
め
て
物

語
」
を
作
成
。
子
牛
の
誕
生
か

ら
成
長
、
生
乳
生
産
ま
で
を
紹

介
し
た
も
の
で
、
教
育
委
員
会

よ
り
絵
本
に
も
な
り
ま
し
た
。

他
に
、
酪
農
道
具
を
使
っ
た
競

技
が
楽
し
め
る
「
酪
農
運
動

会
」、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
バ

タ
ー
作
り
体
験
な
ど
、
酪
農
の

魅
力
を
楽
し
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

（
標
津
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
５
」
で
、

審
査
委
員
会
奨
励
賞
を
受
賞
）

食
と
農
を
軸
に
、
子
ど

も
た
ち
の
生
き
る
力
を

育
む
、
活
力
あ
る
地
域

を
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織

学
校
区
を
核
に
、
教
師
・
農
家
・
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
人
々
・
団
体
の
新
し
い
つ
な
が
り

づ
く
り
や
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
教
材

づ
く
り
を
実
践
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

�１
会
員
か
ら
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
で
定
期
的
に
配
信
し
ま
す
。

�２
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
各
地
域
の
活

動
事
例
や
助
成
事
業
の
紹
介
、
教
材
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。

�３
地
域
ご
と
に
研
究
会
を
開
き
、
実
践
交
流

を
進
め
ま
す
。

★
正
会
員
の
条
件
は
『
食
農
教
育
』
の
定
期

購
読
者
で
あ
る
こ
と
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
購

読
だ
け
の
〈
メ
ル
マ
ガ
会
員
〉
も
可
能
。
詳

し
く
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
直
接
農
文
協

へ
。

ホームページ http : //syokunou.net

入会募集 地域に根ざした食農教育ネットワーク
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全
国
に
広
が
る

「
食
農
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

鹿
児
島
、徳
島
、新
潟
に
続
き
、山
形
で
地
域
研
究
会
が
発
足
！

子
ど
も
と
地
域
が

教
師
を
動
か
し
た

食
農
教
育
は
い
の
ち
の
教

育
。
作
物
や
土
と
の
ふ
れ
あ
い

が
子
ど
も
た
ち
を
輝
か
せ
、
そ

の
ひ
た
向
き
な
姿
が
、
大
人
を

変
え
る
。「
花
粉
症
な
の
で
畑

仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
」「
土
は

嫌
い
で
す
」
と
話
し
て
い
た
二

人
の
若
い
教
師
が
、
一
年
間
の

取
組
み
を
終
え
て
最
後
に
、「
子

ど
も
た
ち
や
地
域
に
私
は
変
え

ら
れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た

�
�
。

こ
れ
は
昨
年
七
月
の
「
食
農

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
食
農
ネ

ッ
ト
）」
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
山
形
で
の
取
組
み
を
発

表
し
た
米
沢
市
立
三
沢
西
部
小

学
校
（
前
任
）、
伊
澤
良
治
先

生
の
報
告
だ
。

そ
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
受

け
、
こ
の
た
び
三
月
二
十
五
日

に
、
食
農
ネ
ッ
ト
山
形
地
域
研

究
会
が
正
式
に
発
足
し
た
。
地

域
研
究
会
と
し
て
は
、鹿
児
島
、

徳
島
、新
潟
に
次
い
で
四
番
目
。

伊
澤
先
生
を
は
じ
め
置
賜
地
域

の
『
食
農
教
育
』
誌
読
者
九
名

が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
昨
秋

か
ら
の
準
備
会
や
二
度
の
運
営

委
員
会
を
経
て
、
今
回
の
発
足

記
念
集
会
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

当
日
の
参
加
者
は
、
関
係
者

も
含
め
て
一
一
七
名
。
教
員
や

調
理
士
の
ほ
か
、
有
機
農
業
を

実
践
す
る
農
家
や
食
に
関
心
を

寄
せ
る
一
般
の
方
な
ど
、
多
様

な
立
場
の
人
び
と
が
趣
旨
に
賛

同
。
岐
阜
や
埼
玉
、
福
島
な
ど

県
外
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
る

と
い
う
盛
況
ぶ
り
だ
。

「
こ
の
会
は
一
人
ひ
と
り
が

主
役
。
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で

な
く
、
一
人
一
〇
分
は
自
分
の

こ
と
を
話
す
」（
伊
澤
先
生
）

集
会
を
め
ざ
し
、
基
調
講
演
は

な
し
。
代
表
挨
拶
の
あ
と
は
、

前
後
左
右
の
六
人
ほ
ど
の
グ
ル

ー
プ
で
自
己
紹
介
を
し
、
自
身

の
実
践
や
関
心
を
話
し
合
う
と

い
う
集
会
運
営
と
な
っ
た
。

先
進
事
例
の
報
告
（
高
畠
町

立
和
田
小
学
校
、
置
賜
農
業
高

校
飯
豊
分
校
、
た
か
は
た
共
生

塾
）
で
は
、
と
く
に
置
賜
農
高

の
生
徒
た
ち
に
よ
る
発
表
が
印

象
的
だ
っ
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
に

悩
む
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

い
、
も
ち
ア
ワ
の
グ
ラ
タ
ン
や

雑
穀
鍋
な
ど
、
独
自
の
レ
シ
ピ

を
開
発
。
保
育
園
を
訪
問
し
た

り
地
域
へ
レ
シ
ピ
を
普
及
す
る

な
ど
、
高
校
生
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
ひ
た
向
き
な
姿
が
会
場
の
人

び
と
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ

る
も
の
と
な
っ
た
。

地
域
に
着
実
に
根
を
下
ろ
す

研
究
、実
践
集
団
へ

「
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一

時
的
な
も
の
に
し
て
は
い
け
な

い
。
日
本
の
食
を
取
り
巻
く
状

況
へ
の
危
機
意
識
を
、
地
域
に

浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
」。こん

な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
も
、
参
加
者
の
決
意
と
期
待

の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
そ

の
場
で
三
〇
人
ほ
ど
が
会
員
登

録
（
年
会
費
二
〇
〇
〇
円
）。

今
後
、年
三
回
の
実
践
研
究
会
、

年
一
回
の
全
県
集
会
、
年
四
回

程
度
の
機
関
紙
発
行
を
と
お
し

て
、「
食
農
教
育
の
研
究
、
実

践
集
団
と
し
て
着
実
に
仲
間
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
く
」（
伊

澤
先
生
）
こ
と
に
な
る
。

参加した農家から、グループ討議の報告

地
元
の
田
園
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
「
影
法
師
」
に
よ
る

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も

地域に根ざした〈子どもの食育〉の手引き

地域から学校へ知恵と技を伝える

食
と
農
の

応
援
団

「
食
は
い
の
ち
」
の
認
識
を
土

台
に
、
食
と
農
の
望
ま
し
い
あ

り
方
を
究
め
、
自
ら
実
践
し
て

い
こ
う
と
い
う
、「
食
育
」
を
支

援
す
る
応
援
団

★
食
と
農
を
め
ぐ
る
学
習
会
や
講
演
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
を
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
。
連
絡
先
等
を
お
教
え
し
ま
す
。

★
現
在
、
登
録
応
援
団
員
は
３
３
２
名
。
食
、

農
、
健
康
、
食
育
・
食
農
教
育
の
一
級
の
研

究
者
か
ら
実
践
的
指
導
者
ま
で
充
実
。

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
名
簿
を
は
じ
め
、
団

員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
講
演
会
・
学
習
会

の
告
知
、
報
告
な
ど
も
掲
載
。

ホームページ http : //www.ruralnet.or.jp/ouen/

食食育育のの豊豊富富なな人人材材ババンンクク


